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１．レイアウト
(1) マージン等
・上下：各20mm，左右：各20mm
・二段組み本文の段組間隔は8mm
(2) フォント等
・題目：和文はゴチック14pt，中央揃え，左右各30mmのマージン．
　　　　英文はTimes New Roman 12pt，中央揃え，左右各30mmのマージン．
・著者名：和文は明朝12pt，中央揃え，左右各30mmのマージン．
　　　　　英文はTimes New Roman 12pt，中央揃え，左右各30mmのマージン．
・著者所属：和文は明朝9pt，左揃え30㎜のマージン．
　　　　　　英文はTimes New Roman 9pt，左揃え30mmのマージン．
・アブストラクト：英文Times New Roman 9pt，左揃え，左右各30mmのマージン．
・キーワード：Times New Roman, italic, 9pt, 3－6語，２行以内，左右各30mmのマージン．
“Key Words” はボールドイタリック体． 
・本文：明朝9pt，行替えの場合は1字下げ．
　　　－章の見出し：ゴチック10pt，左寄せ
　　　－節，項の見出し：ゴチック9pt，左寄せ
　　　－図, 表, 写真のキャプション：ゴチック9pt，中央揃え
・補注，参考文献の指示：明朝9ptの右肩上付き1/4角を原則としますが，各学問分野の慣例に従っても構いません．
・補注(必要な場合)：“補注”はゴチック10pt，左寄せ，補注自体は，明朝8pt．
・参考文献：“参考文献”はゴチック10pt，左寄せ．参考文献自体は，明朝8pt．

(3) 行数および字数
　二段組みとし，一段当りの幅は81mm, 1行当り25字，行間隔は4.3mmで，1ぺ一ジ当り60行を標準として下さい．したがって，文章のみのぺ一ジでは1ぺ一ジ当り3,000字が標準的な字数となります．
(4) 総べ一ジ数
　題目から参考文献までを含めて，最大4ぺ一ジの偶数ページとして下さい．

２．英文論文への適用
　本文を英文とする論文の執筆要領は，本文が和文であることを前提として作成した本「執筆要領」に準拠して下さい．しかし，英文の場合は，和文のタイトル，著者名，所属は不要です．
　本文のフォントは，Times New Roman 9ptを基本として使用して下さい．

３．印刷用オリジナル原稿
　「地域安全学会講演概要集」は，定められた期日までに，印刷用オリジナル原稿を提出していただきます．
　印刷用オリジナル原稿とは，印刷・出版用の高度なタイプライターもしくはコンピューターシステムを用いて作成され，そのままオフセット印刷にかけられる完全な体裁に整えられた原稿を指します．

４．著者の責任
　投稿された一般論文の著作権取り扱いは本会の定めるところに従いますが，原稿内容は著者が責任を負います．本会は印刷後発見された誤植や内容の変更には一切応じることができませんので、訂正や変更が必要な場合は，著者の責任において，文書で，当該論文が登載されている「地域安全学会講演概要集」所有者に周知して下さい．
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